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有明海では1999年以降にタイラギの大量斃死がみら

れ1)2)漁業資源に深刻な影響を与えており,早急な資源回

復技術の開発が望まれている。

有明海福岡県海域の基幹産業である潜水器漁業の漁場

は, '03年に大牟田沖合の通称"ダイナン"周辺に形成

され, '06年には大牟田沖合の通称"竹ハゼ南"に形成

されたが,沖合漁場で漁獲されるタイラギの資源状況は

過去に比較して著しく低い状況である。一方,沖合漁場

での不漁の期間にも干潟漁場では徒取りによる漁獲が揚

がっており, '05年には柳川地先,大和地先,大牟田地

先の干潟漁場でタイラギが高密度に発生し,殻付き重量

換算で約460トンの漁獲がなされた。

このように,水深5-12mの非干出城に形成される潜

水器漁場の不漁に対して,干潮時にはタイラギが生息す

る海底面が干出する干潟で漁場が形成されている。この

ため両漁場でのタイラギの生残の差が漁場環境条件の差

によるのか,あるいはタイラギが浮遊幼生期を経て海底

に着底し,着底場所でタイラギが獲得した活力の差によ

るものなのかを検討するため両漁場で移植試験と環境調

査を実施した。

方　　　法

1.タイラギの移植

タイラギの移植試験の実施場所を図1に示す。干潟漁

場の代表として柳川地先の有区第4号を,沖合漁場の代

表として大牟田沖の通称"竹ハゼ'を移植試験場所に設

定して実施した。移植に用いたタイラギは,干潟産は柳

*福岡県水産林務部水産振興課

川有区第4号で採取し,大牟田沖合産は, -04年には赤

ブイ周辺で, '05年は大牟田沖合の有区第31号で採取し

た。また,試験にはリシケタイラギ(ケンタイプ)を選

別して用い,有明海産以外のタイラギを対照試験として,

香川県丸亀市沖で採取された瀬戸内海産タイラギも使用

した。

移植試験に用いたタイラギの採取場所,平均殻長,辛

均殻付重量等の詳細を表1に示した。移植に用いた有明

海産タイラギは,移植前年の夏季～秋季に採捕海域に着

底した生後6ケ月前後の0歳月を用いた。また,対照試

験として用いた瀬戸内海産タイラギは,殻長サイズから

2-3歳貝と推定された。

図1移植試験および観測機器の設置場所

-1-



吉田・伊藤・筑紫

表1移植試験実施日と移植に用いたタイラギの殻長,殻付量量

移植場所　　移植年　　　移植日　　　採取場所 個体数　　平均殻長　　　殻長範囲　　　平均殻付　殻付重量範囲
(個/m)　(mm)　　　　最小～最大)　重量(g)　　最小～最大)

大牟田沖

2月13日　大牟田沖　　　　60　　　　101　　　83.5-115.0　　　20　　　　4.7-51.7

2004年　　　　2月13日　柳川干潟　　　　60　　　　　65　　　　43.8-87.8　　　　　　　　　1.7-ll.4

2月13日　瀬戸内海　　　　30　　　　187　　153.0-211.3　　162　　　94.2-242.4
'- -l E　　野　　.-、~-- ,　…　　　　　　　　　　　　ト-　　ここごこユ　　ニ三　　、・ ・- -　　滋　　三j　　・、　　　マニ≡　　　　　　　　-　　F蚕　　こ≡　　こ- L、　トニ-こて　　E…　iここTごごご　　い-..ごJJ・こ　　=　'~ここq F蚕j LE　　芯しこ1　　こ-・　ヨ　　ーニ1　　こ-　　k　　…　'㍊.・ ・.ミ　'可Fl　　…　　ド芯ニノ　　. -　　Lニニ空こ　　ドニここご　　ト-・　　こ-　　ニ≡　　こ品　　こ-　.=こと　　ニ≡こ　　ドニ-ニ、こ　　と　　　- - ・　ト-、-　　　と±　　　一㌢、1

2月14日　大牟田沖　　　　30　　　　　98　　　　64.8-137.9　　　18　　　　3.6-48.3

2005年　　　　2月14日　柳川干潟　　　　30　　　　　　　　　　71.2-144.5　　　　20　　　　4.7-21.7

2月22日　瀬戸内海　　　30　　　　204　　153.5-236.7　　　232　　　76.2-339.3

柳川干潟

2月9日　大牟田沖　　　　60　　　　101　　　83.5-115.0　　　　20　　　　4.7-51.7

2004年　　　　2月9日　柳川干潟　　　　60　　　　　65　　　　43.8-87.8　　　　　　　　　1.7-ll.4

2月20日　瀬戸内海　　　　30　　　　187　　153.0-211.3　　162　　　94.2-242.4
-　　-　　　-　　1-　　　-　　　-　　t-　　-　　　ttllllll　　　-　　　-　　-　　　-　　　-　　-　　-　　111-　　　-　　　-　　　-　　　-　　　-　　-　　-　　　-　　　-　　　-　　l-　　　-　　　-　　　-　　　-　　1-　　ttth t-11　　-　　　-　　　-　　　-　　11-　　tt1-　　-　　lLIJI　　　-　　　ー　　　-　　　-　　　▼▼-　　-　　　-　　　　1　　　　-　　　-　　lltlh　　　-

2月10日　大牟田沖　　　　30　　　　　98　　　　64.8-137.9　　　18　　　　3.6-48.3

2005年　　　　2月10日　柳川干潟　　　　30　　　　　99　　　　71.2-144.5　　　　20　　　　4.7-21.7

2月24日　瀬戸内海　　　30　　　　　204　　153.5-236.7　　　232　　　76.2-339.3

移植は1m× lmの面積に,有明海産貝は30-60個

体/m2の密度で,瀬戸内海産月は30個体/m2の密度で移

植を行った。

移植したタイラギは食害生物から保護するため食害防

止のためのカゴを設置した。カゴは目合2cmで高さが

10-15cmのステンレス製のカゴを使用した。移植した

タイラギの生死の判定は,触診による反応により行い,

移植試験場所の生残率の測定と清掃は, 2週間に1回行っ

た。

2.環境項目の観測

タイラギ移植場所での環境項目の測定場所を図1に示

す。海底面上10cmの地点にアレック電子(秩)社製の

観測機器を設置し,酸素飽和度と水温は小型メモリ一式

DO計(CompacLDOW)を,塩分は小型メモリ一式塩

分計(Compact-CT)を設置して連続観測を行った。

観測機器は, 2週間に1回の頻度でセンサー部分の清

掃を行った。

結　　果

1.移植試験の生残率

(1)大牟田沖合漁場で行った移植試験

'04年, '05年に大牟田沖合漁場で行った移植試験の生

残率を図2に示す。

'04年の移植は, 2月13日に大牟田沖合の竹ハゼの鋼管

付近の海底に移植した。 3月下旬, 4月下旬の観察では,

沖合産,干潟産,瀬戸内海産のタイラギに死亡個体は確

認されなかった。 5月上旬の観察で沖合産の生残率が大

きく低下し,立枯れ個体が確認された。 6月下旬の観察

では,沖合産は生存個体が確認されず,干潟産は立枯れ

個体が確認され,生残率が28%に低下した。 7月下旬の

観察では,干潟産の生残率が8%に低下した。 8月下旬

には,瀬戸内海産も5個体の舞死が認められ,生残率が

77%となった。 9月22日の観察では,移植試験区が台風

の影響で倒壊していたため,移植タイラギの確認ができ

なかった。殻長の小さな干潟産は,沖合産より1ケ月遅

れて生残率が減少したが,調査頻度の制約もあり,その

差は小さく,ほぼ同じ減少傾向と見なされた。

'05年の移植は, 2月14, 22日に大牟田沖合の竹ハゼの

鋼管付近の海底に移植した。 3月下旬に食害防止カゴに

大量の泥の付着と移植箇所への泥の堆積を確認した。 4

月下旬の観察では,沖合産,干潟産のタイラギの生存個

体が確認されなかった。 5月中旬の観察では,.瀬戸内海

産は生残率が52%に減少したが,その後の瀬戸内海産の

生残率は,大幅な減少はなく, 8月下旬に生残率42%,

10月中旬に生残率38%となり, 11月の観察では生残率が

35%となった。

(2)柳川干潟漁場で行った移植試験

図3に柳川干潟漁場で行った移植試験の生残率の推移

を示す。

'04年, '05年においては5-6月に干潟産,沖合産とも

に生残率が大きく低下したが,大牟田沖合漁場での移植

試験のように夏季の7月～8月までにすべての個体が舞

死するのではなく,夏季にも生き残り個体が認められ,

8月以降は生残率の低下も緩やかなものとなり, 12月の

生残率は干潟産が04年に約18%, '05年に約30%であっ

た。干潟産と沖合産で比較すると,大牟田沖合漁場の結

果と全く同じで, '04年には殻長のやや小さな干潟産が
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図2　大牟田沖合漁場における生残率の推移

沖合産より1ケ月遅れて生残率が減少したが,調査頻度

の制約もあり,その差は小さくほぼ同じ減少傾向を示す

と思われた。また,殻長が両者でほぼ同じ'05年は,全

く同じ減少傾向を示した。

一方,瀬戸内海産は, '04年には4月, 7月, 8月と

生残率の減少がみられたが,その後の生残状況は良く12

月時点で63%の生残がみられた。 '05年の瀬戸内海産の

生残率は, 3, 5月に生残率の低下がみられ有明海産に

比べて生残率が低下したが,その後は干潟産と沖合産と

同様の生残状況であった。

(3)環境項目の観測

移植試験を行った柳川干潟漁場と大牟田沖合漁場にお

ける水温,塩分,酸素飽和度の`04年5月中旬～6月中旬

における連続観測結果を図4に示す。

酸素飽和度は,全般的に干潟漁場が沖合漁場に比べて

高い傾向がみられた。また,干潟漁場では干潮時,満潮

時の潮汐流に伴い酸素飽和度の上昇,下降がみられたが,

沖合漁場では,潮汐流に伴う酸素飽和度の変動は,干潟

漁場に比べて小さなものであった。しかし,干潟漁場で

は05年6月上旬に酸素飽和度が減少傾向となり,短期

間ではあるが酸素飽和度が40%台に低下した。

水温は,干潟漁場において干潮時と満潮時との変動幅

が大きく,大潮時には5-8℃程度の水温変動がみられ

た。しかし,沖合漁場においては,水温は干潟漁場に比

べて比較的安定しており,干潟域よりも水温の変動幅が

小さい傾向にあった。

塩分は,水温と同様に干潟漁場での変動幅が大きく,

100

80

EiiiZI

」　60

遠

蝶　40
刺

20

0

100

80

(　60

」
iZq

豊40
刺

20

一...雇車重∃

-

l l L t - l l t l

2/1　3/1　4/1　5/ 6/1　7/1　8/1　9/1 10/1 ll/1 12/1

2/1　3/1　4/1　5/1　6/1　7/1　8/1　9/1 10/1 ll/1 12/1

車瀬戸内産　　　歯沖合産　　　歯干潟産

図3　柳川干潟漁場における生残率の推移

下げ潮時には河川水の流入の影響のために塩分が低下し,

上げ潮時には沖合水の流入に伴い上昇する傾向がみられ

た。また,降雨に伴い河川水が大量に流入する時には,

大幅な塩分の低下がみられ, 6月上旬には,塩分が10を

下回った。

j=fe.　　SgJ

1.移植試験

大量斃死があまり発生していない柳川干潟漁場と'99

年以降大量莞死がしばしば発生している潜水器漁場であ

る大牟田沖合漁場間において相互に移植を行い,生残率

の推移を調査したところ,干潟産と沖合産の貝で,ほぼ

同じ生残率の減少を示したことから,両漁場のタイラギ

の活力には,差がないことが判明した。また,大牟田沖

合の潜水器漁場で採取した椎貝を,大量斃死があまり発

生していない柳川干潟漁場に移植した時の生残状況の経

過をみると,生残の良い'03年には　吉田等報告3)のとお

り移植個体の約8割近くが生残し,本報の試験である

'04年には12月中旬で移植個体の15%∴05年には移植個

体の30%が生残した。このことから干潟漁場においては,

沖合漁場と異なりタイラギの斃死がおきにくい環境条件

を備えているものと考えられる。

大牟田沖で対照試験として行った瀬戸内海産の移植で

は,有明海産が死亡しても瀬戸内海産は,生残する個体

がみられ,瀬戸内海産タイラギは環境悪化にも強いこと

が伺われた。

-3-



吉田・伊藤・筑紫

- 4号D0 % … ♪-3 1号D 0 %

5/24　　　　　　　　　　　　5/29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6/8

35

30
15-

o
0

遠25
鴬20

- 4号水温 - 31号水温

lJ

5/1 4　　　　　　　　　　　5/1 9　　　　　　　　　　　5/24　　　　　　　　　　　5/29　　　　　　　　　　　6/3　　　　　　　　　　　6/8

40

30

志　20

- 4 号 塩 分 r- 3 1 号 塩 分

細 評 訂 フY + ふ 紳 i一 触 1 叫 瑚 i 繭 やふ+ I▼1 1 一一一一一一一一サ
1J ーh l

～..M

一一叫 .I l 一

l l 圭 】 l - - - 1

5/1 4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5/24　　　　　　　　　　　5/29　　　　　　　　　　　　6/3　　　　　　　　　　　　6/8

図4　2004年における大牟田沖合漁場(31号)と柳川干潟漁場(4号)のDO,水温,塩分の比較

今回の移植試験に用いた瀬戸内海産は,有明海産の移

植貝が0歳貝であったのに比べ,成長段階の高い2-3

歳貝を用いたため,その成長段階の違いによる環境耐性

の差異が考えられる。

また,佐賀県が行った本報と同様の産地で採取された

瀬戸内海産タイラギを用いた移植試験4)でも瀬戸内海産

タイラギは,大牟田沖合で行った移植試験でみられた大

牟田沖合産タイラギの春季における急激な減耗はみられ

ていない。

大牟田沖合漁場での移植試験で春季に斃死が多く,急

激に生残率が低下したが,春季には両調査年とも移植試

験箇所に多量の浮泥が堆積し,それに埋まり斃死する個

体が多数認められた。また,有明海湾奥部を中心に底質

の細粒化とタイラギ漁場の消失との何らかの因果関係が

指摘されている5)ことから,大牟田沖合漁場での斃死は

浮泥の堆積も原因の一つと推定される。

2.環境項目の連続観測

漁場での貧酸素水塊の発生とタイラギの斃死に関連性

があることが示唆されているが6)7)今回の調査期間にお

ける貧酸素水塊の発生状況は, '04年は酸素飽和度が40

%を下回ったのは, 8月中旬及び下旬であり,貧酸素水

塊の発生期間は短かかった。 -05年もは8月中旬と下旬,

9月中旬に酸素飽和度が40%を下回る貧酸素状態になっ

たが,貧酸素水塊の発生期間は短かかった。

移植試験の生残率と貧酸素水塊の発生による酸素飽和

度の低下との関係については,今回の調査では貧酸素水

塊の発生期間が短かったことから,明確な関係はみられ

なかった。

'04年6月～ 7月に柳川干潟漁場の移植試験でみられ

た有明海産タイラギの生残率の低下は,塩分が断続的に

10以下に低下した時期にあたり,タイラギの斃死が塩分

の低下の影響を受けているものと考えられる。山元等は,

室内試験で塩分濃度が20-23になると鰓喚水運動が停止

する8)ことを指摘しており,塩分低下による影響が考え

られる。

タイラギの斃死と水温との関係については,川原等2)

が春～夏季の斃死は,水温が22-23℃の時期に立枯れ斃

死が発生していることを指摘しており,今回の干潟漁場

と沖合漁場の連続観測から,干潟漁場は,干潮,満潮に

伴う水温変動が大きく,沖合漁場では水温が比較的安定

的に推移したことから,沖合漁場では特定の水温と斃死

との関連性が伺える。

要　　　約

1 )大牟田沖合漁場及び柳川干潟漁場の各漁場における

沖合産,干潟産貝の生残状況には,差が認められな
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いことから干潟産と沖合産貝には,活力の差がない

ことが認められた。

2)大牟田沖合産貝を干潟漁場に移植すると12月まで生

残が認められたが,沖合漁場では生残しなかったこ

とから干潟漁場が何らかの点で環境的に優れている

と考えられる。

3)瀬戸内海産タイラギの生残率は,有明海産タイラギ

に比較して高く,大牟田沖合漁場での移植試験では

有明海産のタイラギが斃死した時にも生残が認めら

れたことから,瀬戸内海産は有明海産に比べ環境耐

性が高いと考えられた。

4 )大牟田沖合漁場と柳川干潟漁場で酸素飽和度,水温,

塩分を'04年春季に比較したが,大牟田沖合では各

項目とも比較的安定して推移するのに比べ,千潟漁

場は酸素飽和度は沖合漁場よりも高め傾向で,水温,

塩分は干潮,満潮時の潮汐変動による振幅が大きい

傾向にあった。
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